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(57)【要約】

【課題】少なくとも２つの異なる指標に基づいて監視対

象者ごとに危険度を判定して登録しておくことで、徘徊

などの問題行動を正確に検出して行動監視を行うことを

可能とする監視装置等を提供する。

【解決手段】監視対象者が所有する発信器２が発信する

信号に基づいて、監視対象者の位置及び移動状態を演算

する移動状態演算部６２と、演算された監視対象者の位

置及び移動状態から、問題を生じさせる可能性がある警

戒対象者であるかどうかを判定する警戒対象判定部６３

と、警戒対象者が検出された場合にアラートを出力する

出力制御部６６と、少なくとも２つの異なる指標に基づ

いて、監視対象者ごとに危険度を判定して登録する危険

度登録部６４とを備え、警戒対象判定部６３が、危険度

登録部６４に所定の危険度以上で登録された監視対象者

について、警戒対象者であるかどうかを判定する。
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